
(57)【要約】

【課題】ストローブ信号の有無、電圧変化時の読込処理

に関係なく、ＢＣＤ信号を正しくコントローラに取り込

むことのできる方法および装置を提供することを目的と

する。

【解決手段】ＢＣＤ発信装置からコントローラに出力さ

れたＢＣＤ信号が、複数回の読込処理Ｓ２１，Ｓ２２で

同一かどうかを判定する判定ステップＳ２３と、その判

定の結果、同一であれば１０進数変換処理を行って出力

し、同一でなければ直近の成立値を出力する出力ステッ

プＳ２４とを実行するデータ整合性チェック処理手段Ｓ

２を設けたＢＣＤ信号のコントローラ取り込み装置。こ

れにより、正常なデータを外部に出力することができ、

異常データの出力を防ぐことができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 か ら コ ン ト ロ ー ラ に 出 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 が 、 複 数 回 の 読 込 処 理 で 同 一
か ど う か を 判 定 し 、 同 一 で あ れ ば １ ０ 進 数 変 換 処 理 を 行 っ て 出 力 し 、 同 一 で な け れ ば 直 近
の 成 立 値 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の コ ン ト ロ ー ラ 取 り 込 み 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 か ら コ ン ト ロ ー ラ に 出 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 が 、 複 数 回 の 読 込 処 理 で 同 一
か ど う か を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ に よ る 判 定 の 結 果 、 同 一 で あ れ ば
１ ０ 進 数 変 換 処 理 を 行 っ て 出 力 し 、 同 一 で な け れ ば 直 近 の 成 立 値 を 出 力 す る 出 力 ス テ ッ プ
と を 実 行 す る デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ ク 処 理 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の コ ン
ト ロ ー ラ 取 り 込 み 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｂ Ｃ Ｄ （ Binary Coded Decimal： ２ 進 化 １ ０ 進 数 ） 信 号 を 取 り 込 ん で 演 算 処
理 を 行 う コ ン ト ロ ー ラ 取 り 込 み 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ は 、 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 と コ ン ト ロ ー ラ と の 接 続 状 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 に お い て 、 １ は カ ウ ン タ や エ ン コ ー ダ な ど の Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 を 発 生 す る Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 、
２ は Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 １ か ら 出 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の 伝 送 路 、 ３ は Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 を 演 算 処 理 す
る コ ン ト ロ ー ラ 、 ４ は 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 。
　 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 １ か ら 出 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 は 、 伝 送 路 ２ を 通 り 、 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ
ー ス ４ を 介 し て コ ン ト ロ ー ラ ３ に 入 力 さ れ る 。
　 コ ン ト ロ ー ラ ３ に 入 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の 処 理 フ ロ ー を 図 ４ に 示 す 。
　 図 ４ に お い て 、 入 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 は 、 入 力 信 号 読 込 処 理 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に て コ ン ト
ロ ー ラ ３ 内 部 で 使 用 す る デ ー タ に 変 換 さ れ 、 Ｂ Ｃ Ｄ → １ ０ 進 数 変 換 処 理 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に
て １ ０ 進 数 に 変 換 さ れ る 。 そ の 結 果 を 出 力 信 号 処 理 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に て 外 部 出 力 し 、 入 力
信 号 読 込 処 理 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 戻 る 。 コ ン ト ロ ー ラ ３ の 内 部 で は こ の よ う な サ イ ク ル 処 理
が 行 わ れ て い る 。
　 １ ０ 進 数 に 変 換 さ れ た デ ー タ は 、 数 値 表 示 用 デ ー タ や 流 量 等 の 帳 票 出 力 用 差 分 計 算 用 に
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 １ ０ 進 数 に 変 換 さ れ た デ ー タ が 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 数 値 範 囲 に 属 す る か 否 か を 判 定
す る 手 法 と し て 、 特 開 平 ６ － １ ８ ７ １ ２ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ た も の が あ る
。 こ れ は 、 Ｂ Ｃ Ｄ デ ー タ の 各 桁 を １ ０ 進 数 値 に 変 換 す る デ コ ー ド 手 段 と 、 こ の 変 換 さ れ た
各 桁 の １ ０ 進 数 値 が 多 く と も １ ～ ８ の 各 々 に 対 し て 大 か 小 か を 判 定 し て 大 小 判 定 信 号 を 出
力 す る 手 段 と を 備 え 、 デ コ ー ド 手 段 の 出 力 と 大 小 判 定 信 号 と を 用 い て 、 Ｂ Ｃ Ｄ デ ー タ が 示
す １ ０ 進 数 値 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 数 値 範 囲 に 属 す る か 否 か を 判 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ８ ７ １ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 通 常 、 Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 数 値 デ ー タ と ス ト ロ ー ブ 信 号 （ デ ー タ 読 込 可 信
号 ） で 構 成 さ れ て い る が 、 こ の ス ト ロ ー ブ 信 号 が コ ン ト ロ ー ラ ３ の １ サ イ ク ル 処 理 時 間 よ
り 短 い 場 合 や 、 ス ト ロ ー ブ 信 号 自 体 が 無 い 場 合 が あ る 。 そ の 場 合 、 Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 は 電 圧 信 号
で あ る た め 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 電 圧 信 号 の 変 化 時 に 、 コ ン ト ロ ー ラ ３ の 入 力 信 号 読 込 処
理 ス テ ッ プ Ｓ １ １ が 行 わ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ は 正 常 な デ ー タ が 取 得 で き な い 。 そ の た め
、 外 部 計 器 を 設 け 、 こ の 外 部 計 器 に よ り Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ に 取 り 込 め る 形 に し て
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信 号 取 り 込 み を 行 っ て い た 。 し か し 、 外 部 計 器 と い う 別 の 装 置 を 設 け る 必 要 が あ り 、 構 成
が 複 雑 化 す る と と も に 、 コ ス ト ア ッ プ の 原 因 と な っ て い た 。
　 さ ら に 、 前 掲 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 方 法 は 、 Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 を 正 常 に 取 り 込 ん だ 後 の 処
理 に 関 す る も の で あ り 、 正 常 に デ ー タ の 取 り 込 み が で き な か っ た と き の 対 策 を 提 供 す る も
の で は な い 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 ス ト ロ ー ブ 信 号 の 有 無 、 電 圧 変 化 時 の 読 込 処 理 に 関 係 な く 、 Ｂ Ｃ Ｄ
信 号 を 正 し く コ ン ト ロ ー ラ に 取 り 込 む こ と の で き る 方 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の コ ン ト ロ ー ラ 取 り 込 み 方 法 は 、 Ｂ Ｃ
Ｄ 発 信 装 置 か ら コ ン ト ロ ー ラ に 出 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 が 、 複 数 回 の 読 込 処 理 で 同 一 か ど う
か を 判 定 し 、 同 一 で あ れ ば １ ０ 進 数 変 換 処 理 を 行 っ て 出 力 し 、 同 一 で な け れ ば 直 近 の 成 立
値 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 の Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の コ ン ト ロ ー ラ 取 り 込 み 装 置 は 、 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 か ら コ ン ト
ロ ー ラ に 出 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 が 、 複 数 回 の 読 込 処 理 で 同 一 か ど う か を 判 定 す る 判 定 ス テ
ッ プ と 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ に よ る 判 定 の 結 果 、 同 一 で あ れ ば １ ０ 進 数 変 換 処 理 を 行 っ て 出
力 し 、 同 一 で な け れ ば 直 近 の 成 立 値 を 出 力 す る 出 力 ス テ ッ プ と を 実 行 す る デ ー タ 整 合 性 チ
ェ ッ ク 処 理 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 記 の 通 り 、 本 発 明 の デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ ク 処 理 を 行 う こ と に よ り
、 正 常 な デ ー タ を 外 部 に 出 力 す る こ と が で き 、 流 量 等 の 帳 票 出 力 用 差 分 計 算 な ど で 、 異 常
デ ー タ の 出 力 を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ ク 処 理 工 程 は 、 コ ン ト ロ ー ラ 及 び Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 を
選 ば な い た め 、 既 存 設 備 の 改 造 や 計 装 計 器 の 更 新 等 で は 効 果 的 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 に お け る 処 理 の フ ロ ー 図 で あ る
。 な お 、 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 と コ ン ト ロ ー ラ と の 接 続 状 態 は 、 図 ３ に 示 す 構 成 と 同 じ で あ る の
で 、 説 明 を 省 略 す る 。
　 図 １ に お い て 、 入 力 信 号 読 込 処 理 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 １ か ら 出 力 さ れ た
Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ ３ 内 部 で 使 用 す る デ ー タ に 置 換 す る 。 次 の デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ
ク 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 デ ー タ の 整 合 性 を 次 の 手 法 で チ ェ ッ ク す る 。
　 す な わ ち 、 入 力 さ れ た Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 Ｘ を コ ン ト ロ ー ラ ３ 内 の メ モ リ 手 段 （ 図 示 せ ず ） に Ｘ

N と し て 格 納 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 、 次 の サ イ ク ル 処 理 で 取 り 込 ん だ Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 Ｘ N を メ モ
リ 手 段 に 取 り 込 む と き に 、 前 回 の 値 を Ｘ ( N - 1 ) と 置 き 換 え る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。 こ れ を
複 数 回 の サ イ ク ル 処 理 で 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 た と え ば 複 数 回 の 回 数 を ３ と す れ ば 、
Ｘ ( N - 3 ) ＝ Ｘ ( N - 2 ) → Ａ
Ｘ ( N - 2 ) ＝ Ｘ ( N - 1 ) → Ｂ
Ｘ ( N - 1 ) ＝ Ｘ N 　 　 → Ｃ
と い う Ａ ， Ｂ ， Ｃ の 条 件 が 成 立 し た と き 、 つ ま り ３ 回 連 続 で 同 一 値 を 読 み 取 っ た 場 合 に デ
ー タ が 正 常 で あ る と 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 、 出 力 メ モ リ （ 図 示 せ ず ） を Ｘ N で 更 新 し
出 力 す る 。
　 な お 、 複 数 回 の 回 数 は Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の 変 化 周 期 、 コ ン ト ロ ー ラ の サ イ ク ル 時 間 に よ る 。
　 デ ー タ の 整 合 性 が 正 常 で あ れ ば 、 次 の Ｂ Ｃ Ｄ → １ ０ 進 数 変 換 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ３ の 処 理 を
実 行 し 、 そ の 結 果 を 出 力 信 号 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ４ に て 外 部 出 力 す る 。
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　 デ ー タ の 整 合 性 が 正 常 で は な く 、 前 記 の 条 件 が 成 立 し な い と き は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ の 処 理
を 行 わ ず 、 条 件 が 成 立 す る ま で 直 近 の 条 件 成 立 デ ー タ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ ク 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ２ を 行 う こ と で 、 異 常 デ ー タ は 外 部 出 力 さ れ
な く な る 。
　 こ の デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ ク 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ２ の 具 体 例 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ （ ａ ） は 一 般
化 し た 例 、 （ ｂ ） は 実 際 の 入 力 信 号 が ３ ， ４ ， ５ と 変 化 し た 場 合 の 出 力 信 号 を 示 し て い る
。
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 で 、 デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ
ク 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の 複 数 回 の 読 込 処 理 で の 整 合 性 を チ ェ ッ ク す る よ う
に し た こ と に よ り 、 ス ト ロ ー ブ 信 号 の 有 無 、 電 圧 変 化 時 の 読 込 処 理 に 関 係 な く 正 常 な デ ー
タ の 検 出 を 行 う こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 の デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ ク 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 流 量 等 の 帳 票 出
力 用 差 分 計 算 な ど で 、 異 常 デ ー タ の 出 力 を 防 い で 正 常 な デ ー タ を 外 部 に 出 力 す る こ と が で
き る コ ン ト ロ ー ラ と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の コ ン ト ロ ー ラ 内 部 に お け る 処 理 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の デ ー タ 整 合 性 チ ェ ッ ク 処 理 と 出 力 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置 と コ ン ト ロ ー ラ と の 接 続 状 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の コ ン ト ロ ー ラ 内 部 に お け る 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｂ Ｃ Ｄ 信 号 に 含 ま れ る ス ト ロ ー ブ 信 号 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｂ Ｃ Ｄ 電 圧 信 号 変 化 時 の タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ 　 Ｂ Ｃ Ｄ 発 信 装 置
　 ２ 　 伝 送 路
　 ３ 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 ４ 　 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス
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